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Ⅲ シマ共同体に生きる

村 上

はじめに

まず､最初にこの章に登場する主だった青

年たちについて､かんたんなプロフィールを

紹介しておきたい｡

Tさん (1961年生まれ)は､村役場に勤め

ておられ､そのかかわりで､今回､たいへん

お世話になった｡当初は､研究の協力をお願

いしていたのであるが､青年たちとかかわり

が深く､青年像のお一人として登場 していた

だくことになった｡第45･46代 (1986･1987

年度)の青年会会長をされ､Mさん､Hさん

と活動を共にされてきた｡またKくん､Rさ

んら､青年会のジュニアリーダーの指導にも

かかわってこられた｡Kくん､Rさんは､こ

のとき青年会の一月 としてエイサーなどを

いっしょに体験している｡大学では､畜産を

学び､役場への勤務の一方､農業も営んでお

られる｡

Mさん (1963年生まれ)は､那覇市内の高

枚を中退したのち､東京でさまざまな仕事を

体験し､20代半ばで島にもどってこられた｡

Yさんにさそわれたことをきっかけに､青年

会活動にかかわり､第48代 (1989年度)の青

年会会長となった｡父親の代より､毎朝､島

に朝刊を届けつづけている｡現在は､ガソリ

ンスタンドに勤務のかたわら､中学校の部活

のコーチとして､中学生の教育にかかわって

おられる｡実に生き生きと､中学生とのかか

わりについて､語ってくださった｡

Hさん (1963年生まれ)も､那覇市内の高

校を中退したのち､横浜などで働き､島にも

どってこられた｡Mさんといっしょに青年会

呂 里

の活動に取 り組み､手づくりコンサー トを企

画､運営し､Mさんを引き継ぎ､第49代 (1990

年度)の青年会会長を勤めた｡現在は､かわ

いい女の子のお父さんである｡農業を営むか

たわら､何年もかけて大検の資格をとり､現

在は､大学の通信教育で､法律を専攻されて

いる｡｢自分で新 しい階段つくって｣､これか

らも｢築き上げて｣いきたいと語ってくださっ

た｡

Tさん､Mさん､Hさんの先輩にあたるY

さん (1956年生まれ)については､この章の

1節を参照されたい｡

さて､昨年 (1997年)12月8日に行われた

伊波普献没後五十周年記念シンポジウムで､

冨山一郎氏より､他者を ｢わかったもの｣と

して解釈し､定義し､語ること自体に季まれ

た暴力についての問題提起があった｡注① 沖

縄の人々への聞き書きとその解釈の作業を重

ねながら､しだいに､この ｢暴力｣について

意識するようになった (今も語られる側が感

じる暴力について充分に認識 しているとは

けっしていえないが)｡このことは､今も私

にとって答えが出ない課題であり､問いであ

りつづけている｡それでも､他者と出会った

体験は､表現したいし､伝えたいとおもう｡

このような葛藤は自分で引き受けるしかない

であろうし､こんなふうな場で表現するべき

ではないかもしれない｡それはモノローグで

しかないかもしれない｡が､この項では､こ

うした葛藤や問いのもとに､時に ｢私｣とい

う一人称で､書 く ｢私｣を現しながら述べて

いくというスタイルをとることを､あらかじ

めおことわりしておきたいとおもう｡
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1 Yさんとのかかわりから

｢シマ共同体に生きる｣という場合､まず

想い浮かぶのは､Tさん､Mさん､Hさんの

先輩にあたるYさん (1956年生まれ)のこと

である｡Yさんは､Mさんを字の青年会活動

に誘った先輩であり､その字の青年会会長

(1982年度)をしていた｡Tさん､Mさん､

たちより慕われ､尊敬されている｡私は､こ

のYさんからシマ共同体を生きるということ

をめぐって､折にふれていろいろなことを教

わった｡｢教える｣ ということばは､Yさん

にはなじまないかもしれない｡Yさんの折節

のことばや姿から､私がさまざまなことを感

じとる- それを私が ｢教わった｣と表現 し

ているのである｡

Yさんは､あまり共通語が得意ではない｡

そうして､折々にシマグチを教えてくださる｡

たとえば､島から旅を終えて帰るときに､Y

さんから ｢チムフジ-?｣と問いかけられた

ことがある｡チムは ｢肝｣､フズは ｢ほぐれ

る (解れる)｣､旅により､肝がほぐれたか､

という問いかけである｡共通語に言い換える

と､｢満足 したか｣になるという｡だが､そ

の醸しだすニュアンスは､とても ｢満足した

か｣では表せないだろう｡｢肝｣ とは､心 ･

想いとからだが分かたずに一体 となったも

の､｢チムグリサ (肝苦さ)｣｢チムガナサ (肝

変さ)｣｢チム ドンドン｣｢チムジュラサ (肝

清さ)｣などなど､沖縄には ｢チム (肝)｣が

ついたたくさんのことばがある｡その ｢チム｣

がほぐれたのかという問いかけそのものに､

｢チムフズ｣感覚がからだに湧き起こってく

るような感 じがした｡

そんなふうに､Yさんは折々に ｢ホ-ゲン

(方言)｣(シマグチ)の味わいを､教えてく

ださる｡それは､伝統のことばだから大切に

しようというような次元でなされるのではな

く､Yさんにとって暮らしに根づき､その味

わいをからだで "感じ"ているからこそ､そ

のシマグチを使い､味わいを伝えたいのだと

いうふうに感じられる｡

Yさんから学んだシマグチで､もう一つ心

に刻みつけられたことばをあげてみる｡この

島には､平和 と福祉を願い､｢障害｣をもつ

人ももたない人も集い､交流する場としてつ

くられた民宿がある｡この宿のつくり主はシ

マンチュではないが､つくられるときには青

年会が協力 し､そのときの会長がYさんで

あったという｡以来､けっして表に出ること

はないが､ずっと中心的に支えてこられたの

がYさんである｡Yさんは､島の外の世界と

の交流という要求を満たしてくれるものとし

ても､宿は大切な場であると語っていた｡

そのYさんが､宿の周 りを掃除していたと

きに､ヤマ トンチュの宿の客が､｢ボランテ

ィアですか､偉いですね｣と声をかけたとい

う｡そのことについて､Yさんは ｢ボランテ

ィアじゃないさ-､エイマールさ-｣と力を

こめて語っていた｡ユイマールという語義を

｢相互労働扶助｣であると理解していたが､

このYさんのことばをきいたときにはじめ

て､私は､シマ共同体を生きることばとして

の ｢ユイマール｣の意味を "感じ"たように

思った｡｢奉仕｣として請えられるような行

為は､シマ共同体を生きるうえで必要のない

もの､人とひととは巡りめぐって､助け､い

つか助けられ､また助ける､お互いさまなの

だというふうな感覚が､そのことばからは感

じられた｡

Yさんは､ハタラチャー (働き者)である｡

昼は農作業機械のエンジニアとして働き､朝

と夕方は､畑に出る｡農作物は､手をかけれ

ばかけただけ応えてくれるので､愛情が湧く

という｡Yさんは､今も太陰暦を大切に考え

て､暮らしている｡私にも潮の満ち干と暦の

関係などについて､よく教えてくださった｡

そんなYさんにとって働 くということは､か
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らだを動かして働 くことのように､私には感

じられる｡ジンプンというシマグチの意味を

尋ねたときには､｢知識に対する知恵のこと｣､

｢頭がいいっていわれるより､ジンブンがあ

るっていわれたほうがいいに決まっている

さ-｣と語っていた｡

そんなYさんの学校の先生への見方は厳 し

い｡｢今､思うと､学校の先生のほうが変さ一｡

みんなが農作業やってるときに､背広着て､

机に座ってさ-｣小学校時代は､勉強ができ

なかったわけではけっしてなかった (とくに

理数系は得意だった)けれど､｢ホ-ゲン｣

を話して､よくいちばん前の席に座らされた

という｡

また､こんなふうにもいう｡｢高校で先生

が教えてくれたことで､一つだけ覚えてるこ

とがある｡学校は､歴史で百人のうちの一人

しか教えんけど､ほんとに支えてるのは､あ

との九十九人さ-って｡そうだよな-｣そこ

には､｢あとの九十九人｣のうちの一人であ

ろうとするYさんの自負のようなものが感じ

られた｡

親御さんをはじめ働き者のシマンチュの姿

を誇らしく大切に想い､シマ共同体にしっか

り足を踏みしめて生きようとしてきたYさん

にとって､学校で教えられる勉強や教師のあ

り方は､とても違和感 (反感)を覚えるもの

であったのだろう｡

だけれども､定時制高校 (工業高校)時代

の想い出を話すYさんは､実に楽しそうであ

る｡卒業式に自ら運転するタクシーでのりつ

けたタクシー運転手のクラスメー トの話､授

業後､先生とよくみんなで飲みにいった話な

どなど､さまざまな地域から､さまざまな年

齢で､さまざまな職業の人々が集う場として､

Yさんのなかに生きいきと学校体験は刻まれ

ている｡その頃の島は皆､貧 しく､そんな貧

しいなかで高校に行かせてもらったので､高

校をやめるということは考えもつかなかった

という｡

姪のRさんは､高校を中退したとき､Yさ

んに ｢学校やめて何するか-｣と ｢いちばん

怒られた｣という｡Yさんの想いや考えは推

し量 りがたいが､｢いちばん｣というところ

にYさんのHさんへの愛情が感じられる｡そ

れは学歴社会に囚われたまなざしからではな

いだろう｡Hさん自身にとって､そのことが

これからの人生において "中途半端"や "挫

節"として抱え込まれることを､もっとも心

配してのことばなのではないだろうか｡Hさ

んは､今､通信制の高校に学び､卒業をめざ

してがんばっている｡

Yさんは､私がはじめて出会ったシマン

チュである｡都市のベッドタウンで高度経済

成長とともに育ち､学校でも地域でも競争関

係にまきこまれ､家族だけに守られて育った

というおもいの強い私の原風景にたいして､

Yさんの話に広がる風景は､私にとってずい

ぶん異質なものだった｡そんな私にとって､

Yさんの姿やことばの一つひとつが心に刻ま

れるものであった｡それはシマ共同体を生き

る象 (すがた)の具現として､私には映しだ

されている｡

2 シマ共同体における共同性 とは ?

以上は､また外からのまなざしによる幻想

化の仕組みであるのかもしれない｡

さて､｢シマ共同体｣ ということばを用い

る場合､当然､そこに何らかの共同的関係が

存在 していることを想定している｡その共同

性とは､はたしてどのようなものであるのだ

ろうか｡以下は､このことを中心に､Tさん､

Mさん､Hさんたちの発言をたどっていくこ

とにしたい｡

まず､シマ共同体における共同的関係とい

う場合､その基底にあるのは､Ⅰでふれたユ

イマールであろう｡このエイマールについて､
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Tさんはつぎのように語っている｡

沖縄の独自の歴史の中で培われた文化だ

とおもいますよ｡助け合いの段階があるん

ですよ｡むかしは､お金じゃなくて､家を

建てるために､共同体でお金を集めて､次

はどの家をたてるんだということでやって

いたんだと｡仲間がいないと生活できない

んだという一つの意識で結びついていたと

いう共同体ですよ｡A島がいい対象になる

なというのは､僕も思うんですよ｡

さらに自らの体験を踏まえて､つぎのよう

に説明 してくださった｡

今､共同体としての話になると､棄たば

こは､三十六年､親父さんの時代から引き

ついで､二代白が経営をまかされているわ

けですよ｡うちは､そのときから同じ仲間

が続けてきていますから､昔ながらのユイ

マール形式というのがありましてね｡すべ

てみんなで､もしこっちの家の苗がだめに

なったら､こっちの家を切ってあげましょ

うと｡

あるいは､畜産農家と葉タバコ農家です

ね｡堆肥をもらうために､畜産農家に自分

なんかで堆肥を出してもらっていくと｡そ

して､草植える時期になると､この草を畜

産農家にあげるとかですね｡そういう無償

でやっているというのも､ユイマールの共

同体なのかなと｡やっぱり､与えるものと

与えられるものと同じように対等なんです

よね｡

農業経営をめぐって､昔ながらのユイマー

ルが息づいていることがわかる｡生産の場で

お金を媒介させない相互的関係が今 も存在 し

ていることが､注目される｡このシマに企業

社会 とは別の論理を見出すとするならば､そ

の源はこの生活様式に求められるだろう｡I

でこのシマの階層の二極分化のさまについて

ふれたが､この固定化が､かえって一般農民

層における水平的相互的関係を維持する方向

で働いたとも考えられるだろう｡

このユイマールをめぐって､たとえば先に

あげたYさんの｢ボランティアじゃないさ一､

ユイマールさ-｣ ということばや､またTさ

んの ｢沖縄の独自の歴史で培われた文化だと

思います よ｣ ということばから感 じられる

ニュアンスは､肯定的なものといえるだろう｡

｢ボランティアじゃないさ-､ユイマール

さ-｣には､押 し寄せる外からのことばを押

しかえすシマンチュとしてのアイデンティテ

ィの拠 り所 として ｢ユイマール｣ ということ

ばがあることが感 じられる｡それはシマの共

同幻想のよすがといえるかもしれない｡

その他にシマにおける共同の関係性 という

場合､注目されるのは､エイサーなどの行事

をめぐって見 られる異世代間の交わりの豊か

さである｡

二十歳になろうとするRさんとKくんは､

つぎのように語っている｡

Rさん 青年会からいつも一緒にやってた

人達から高校生になったからエイサー､

青年会のエイサーやらないね-って､言

われて｡巡回するんですよ､エイサー各

区､それやってみないねって言われて､

それで一応､一年から参加してるんです

けど｡ちっちゃい頃から見て､これかっ

こいいなとか､これ､あこがれ､あこが

れが自分はあったんで､とってもやって

みたいと思っていて｡

Rさん 巡回して終わってあとから､とっ

ても感動するっていうか､うれしくて｡

喜ばれるから､喜ばれたらうれしいし｡
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Kくん 年寄りに喜ばれたら､いちばんう

れしい｡

このエイサーは､もともとA島にはなかっ

たものを､40周年記念事業の一環として､島

の伝統の踊 りをとりいれて､青年会が創作 し

たものである｡Rさんの "あこがれ"という

ことばが印象に残る｡またKくんは､シマグ

チの敬語 (お年寄 りに対するもの)を ｢ばっ

ちり｣話せると実に誇らしそうだった｡

またTさんは､字の役員の体験について､

つぎのように語っている｡

今やってると､字でやってるとですよ､

いろんな体育部長やったり､自分のためだ

けど､でも､その地域のためにもなってる

よと｡ほんとは地域のためにやってるんだ

けど｡逆に僕も､高まっていくわけですよ

ね｡(中略)

でも､やっていて､きついじゃないのか

と､たまにくるときある｡つらいなあと思

うときもあるけど｡でも､そういうなかで､

いろいろ､叱られるよ､Hなんか｡でもそ

れは協力者がいるなあと思って､うれしく

なって｡今日､文句言いにきたとか言って

家に来るんだけど｡あのとき､うれしかっ

たね｡去年の2月くらいだった｡うれしかっ

たよ､あのときは｡あと友達○○がよ､一

生懸命踊りはじめたさ｡

今日はやらんと言うわけ｡その前に先輩

だけ楽しんで､民俗芸能研究する､僕なん

かは話したかったわけですよ｡(中略)何

かあると僕なんか前に踊りを継轟されてい

るもんですから､前で踊ったりなんかして､

先輩たちだけ楽しんでる､教えると言いな

がら､教えてくれないと言うわけ｡おやっ

と思ったけど､それはうれしかったき｡よ

しじゃあ､今度ね､踊りやるから､いっしょ

にやろうなと｡(中略)そういうと､地域

のなか､いろんなことあるなあと思って｡

うれしかったわけ｡

公的な立場で集団を運営 していくには､さ

まざまな苦労があるとしのばれる｡がそれが

形式的なものとならず､たとえば踊 りの継承

という場 (伝統の踊 りの継承という世代間の

文化伝達は､イニシエイションの一種でもあ

るだろう)において､他者との交わりあい､

かかわりの探まりが生まれることを､Tさん

は喜びとしている｡

このような他者との交わりのもとにつくり

あげていく体験､異年齢異世代の他者とさま

ざまな物語を紡ぎだす場が､襲われつつある

としても､このシマには未だ濃密に息づいて

いるといえるだろう｡

こうした体験の場の一つは､青年会でもあ

る｡このことを､Hさんは端的につぎのよう

に語っている｡

高校のとき､もし自分が生徒会長なって､

もしくはあるサークルのリーダーになって

そういうこと (注 手づくりコンサー日

をやろうかというとできたかもしれないけ

ど｡そういうことをすべて網羅してできる

のが青年会だわけ｡

(TさんとHさんの青年会への要求などの相

違については､Ⅳ (長谷川担当)を参照され

たい｡また､このような学びの可能性を､地

域に依拠したかたちで展望することが妥当で

あるかどうかについては､Ⅵ ディスカッ

ションを参照されたい｡)

このような場で､このような体験をつくり

あげていくときに求められる力とは､どのよ

うなものであろうか｡Mさんは､つぎのよう

に語っている｡

これ (青年会活動)は､ジンブンないと
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できなかったはずね｡学問ではできなかっ

たはず｡これははっきり言えるよ｡ジンプ

ンあるから､青年会活動できていた｡学力

なくても､俺でも人の上に立てるでしょ｡

頼りにもされるし｡ジンブンがあれば､自

分を活かせることができますよね｡活かし

ながら､人の上に立って､指揮しながら､

何かにたいして道が妬けていくというか､

満足感が得られるということがはっきり

言ってあったね｡楽しかったね｡

ジンブンとは､Ⅰでふれたように､生活の

場に根ざした知恵という意味で､シマ共同体

を生き抜 く学力ともいうべきものである｡こ

こでも (学校的な)｢学力｣ と対比的に用い

られ､ジンブンは声の文化圏における概念と

いえるだろう｡Yさんは ｢頭がいいっていわ

れるより､ジンブンがあるっていわれたほう

がいいに決まっているさ-｣と語 り､Tさん

(畜産科卒)も､山羊を捌 く際には､大学卒

よりも当然のことながらジンブンムチャー

(ジンブンを持つ人)が重んじられる旨､語っ

ていた｡これらのことばから､ジンブンとい

うことばを磁場に､学校的世界を異化 し､学

校化されていない世界が根強くひらかれてい

ることが感じられる｡

このジンブンをめぐって､とても心に残っ

たのは､Hさんのつぎの二つのことばであっ

た｡Hさんは､私達のジンブンとは?という

質問を受けとめ､じっくりと考えてつぎのよ

うに語ってくださった｡

学力は1+1が2になるけど､ジンブン

は､1+1が3になるわけさ一｡

ここでも ｢学力｣との対比で定義され､魅

力的な定義である｡さらに､Hさんに対する

"誠実"という評価をめぐって､つぎのよう

にいわれた｡

誠実だといったけど､ハルサーのときは､

ヤナジンブンも働かすさ一｡だから､人を

誠実なんてことばで括ったらいけない

よー｡

人をたやすく一つのことばで括るなという

ことばは､私の心に響いた｡もう一つ､ヤナ

ジンブンということばも心に残った｡ヤナ(嫌

な)ジンブンは､駆け引きなどのときに働か

す知恵のことで､生きる上での必要悪ともい

うべきニュアンスも含むという｡｢学力｣ と

いうことばには､たとえ人を蹴落とし､競争

に勝ち残っていくことが自己目的化されてい

ても､ヤナ (嫌な)学力にあたることばは見

られない｡それは､｢学力｣が基本的に "個"

に起因し､"個"に帰していくものとして考

えられているからだろうか｡それに比して､

ヤナジンブンという表現には､人と人との共

同的関係を背景 としたまなざしが感 じられ

る｡

おわりに

以上､ユイマールやジンブンというシマグ

チにこだわりながら､シマに見られる共同的

な関係性を中心に､綴ってきた｡おわりに､

｢シマ共同体｣というかたちでとりあげると

きに､ふれたかったがふれられなかったこと

について､三点ほどあげてまとめにかえたい｡

一つは､第-章でふれた ｢一人前｣への意

識や ｢一人前｣へのイニシエイションが､今

日､この島でどのような意識として現れてい

るのか､それがまた ｢学校｣や ｢学歴｣への

意識とどのようにかかわりあうのかという問

いである｡つぎのHさんのことばは､Hさん

の自分への厳しさ (という表現がよいかはわ

からないが)とともに､とても印象深い｡

自分の場合は､階段を途中で降りてし
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まっているわけだから､降りてしまってい

るために､自分で新しい階段つくって､こ

れのためにいくような感じ､こういうこと

かな｡

この ｢階段｣とは､現れとしては学歴であ

るかもしれないが､その内実は学歴への囚わ

れとしてはとらえられないだろう｡それは地

域共同体のまなざしを背景とした ｢一人前｣

への意識や内なるイニシエイションと深 くか

かわるものとしてあると考えられる｡(Ⅴ (照

本担当)を参照されたい｡)

地域社会におけるイこシエイションの衰退

の一方で､学校の ｢聖｣性がそれを補完する

という関係性を指摘する論がある｡注② が､

現実の学校は､魅力的なイニシエイション執

行機関としてはありえず､それを代行しえな

い｡象徴としての自分殺 しや他者殺しを伴う

｢大人になる｣ ドラスティックな ドラマが

｢個｣に覆い被させられ､｢大人になる｣こ

との困難さがひしひしと感じられる今日とい

う時代において､イニシエイションとかかわ

るHさんの ｢階段｣の意味をどのように受け

とめていったらよいのだろうか｡もっと掘 り

下げて考えたい課題である｡

二つは､シマ共同体におけるジェンダーの

問題である｡今回綴ったこの文章も､Rさん

を除き､男性の声を主として､シマ共同体を

描きだしている｡青年会の創立四十周年記念

誌を見ても､青年会会長はすべて男性であり､

男性の文章中心に編集されている｡女性が

綴った文章を見ると､｢女子青年は結婚する

と､すぐ退団ということでした｣や ｢女子会

員は､(中略)家庭でいうとお母さんの役目

だと思いますがなくてはならない存在です｣

という記述が見 られる｡注③ このように性役

割が奥深く"自然に"組み込まれたあり様が､

シマ共同体とどのようにかかわりあうのかに

ついては､さらに考察が必要であろう｡(Ⅵ

ディスカッションを参照されたい｡)

シマ共同体は､支配的秩序を維持する方向

でも働 く｡｢シマ共同体｣という名づけがお

おい隠すものについても､鋭敏にとらえなけ

ればならないだろう｡

三つは､シマ共同体から外の世界への要求

である｡お話をきいたみなさんに共通して感

じられた要求は､外の世界での体験を経て島

に帰ってきたいという要求と､外の世界との

交わりへの要求である｡Mさんは､つぎのよ

うに語っている｡

自分ももちろん､自分も高まるんだけど､

話を高めた自分が帰ってきたら､島のため

になると｡僕もこれは､今でもあるよ｡

このことばは､イこシエイション (旅の体

顔)の文脈でとらえられるとともに､普遍的

な要求としてもとらえられるだろう｡Yさん

も､先に述べたように､民宿へのかかわりは､

外の世界との交流という意味で自分にとって

大切な位置づけであると語っていた｡

一方､私をはじめ外からの要求 もある｡

｢シマ共同体｣ということばのもとに､たと

えば人を ｢透明な存在｣にしてしまう都市の

ニュータウンとは対照的な､他者との物語を

紡ぎだす場として､学校化社会や企業社会に

組み込まれないオールタナテイブな学びの可

能性を見出す立場もあるだろう｡その可能性

の検証には､さらにさまざまな角度からの検

討が必要だろうし､外からのまなざしによる

安易な幻想化は許されないだろう (Ⅵ ディ

スカッション参照)｡それでも､少なくとも

たとえば私にとっては､学校化社会や企業社

会への内なる囚われから解き放たれる道筋と

して､Yさんとの出会いをはじめ ｢シマ共同

体｣は意味深い場として存在 している｡

このような外からのまなざし･要求とシマ

ンチュの "声" ･外の世界への要求とが､ど
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のような対話を生み出しうるのか､あるいは

すれ違っていくのか､あるいは相互的に共に

何かを紡ぎだしうるのか､今後､実践的に共

同探究ができる･ことへの希望を述べ､この項

を閉じたい｡

(注)

(9冨山一郎 ｢伊波普獣を読むということ｣

｢伊波普献没後五十年記念シンポジウム

I F沖縄』の時代 ･新しい自己像を考え
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る｣(主催 沖国大南島文化研究所､沖

縄タイムス社)1997年12月4日､タイム

ス ･ホールにて｡

②中西宏次 ｢イニシエーションとしての学

校｣､椎口育郎 ｢rおとなになる』という

ことをめぐって - rイニシエーション

としての学校』再論｣教育解放研究会 r教

育解放』月報15､1997年9月｡

③ rA村青年会 創立40周年記念誌』1991

年､96頁｡



Ⅳ 青 年 会 体 験

長 谷 川 裕

はじめに

私たちのA島調査の中でインタビューに応

じてくれた人たちの多 くは､この島の青年会

の活動に参加した経験をもっている｡特に､

Tさん､Mさん､Hさんの3名は､1980年代

の後半から1990年代初頭にかけて､青年会の

会長の役職を体験 している｡青年会を通じて

得た体験は､今の自分に多 くの影響を与えて

いる- インタビューから､3名いずれの場

合も､そういうふうに考えていることがうか

がわれた｡そこでここでは､この3名の青年

会体験を取 り上げ､インタビューからわかっ

たことやインタビューから示唆を受けて考え

たことを､次のような順序で述べていきたい｡

まず､話の前提として､A村青年会の歴史

を､彼ら3名が青年会を体験 し始めた時代で

ある1980年代の前半ぐらいまで､A村青年会

創立40周年記念誌編集委員会 rA村青年会創

立40周年記念誌』(1991年)に基づきながら､

ごくごく簡単におさえておきたい (1)｡

次に､3名が青年会を各自にとってどうい

う意味をもった体験だったと考えたり感 じた

りしているかをみていきたい｡こうした青年

会体験の意味づけ方ということについて､3

名には各人各様の特徴があるように思えたの

で､その点を比較対照しながら論じていきた

い (2)｡

さらに､Tさん､Mさん､Hさんというあ

る特定の人たちにとっての青年会のもつ意味

という話を離れて､もう少し一般的な話とし

て､今青年たちが青年会活動に引きつけられ

るとすれば､それはどういう形でありうるか

という問題について､2の議論を踏まえなが

ら考えてみたい (3)0

1 A村青年会について

A村青年会は､戦後間もなく1946年4月に

誕生した｡誕生後数年経った1950年代の初め

頃の活動内容をみてみると､ディベー ト､弁

論会､劇や舞踊の演芸会､レコードコンサー

トなどの文化活動､バスケットボール､バレー

ボール､角力などのスポーツ活動が行われて

いる｡また､こうした活動の資金を得るため

に開墾や道路工事を請け負ったり､あるいは

台風災害復旧や火災消火の活動を行ったりも

している｡さらに､立法院議貞選挙の立ち会

い演説会の主催､B地区の土地闘争への参加

といった､政治的な活動にも取 り組んでいる｡

このように､当時の青年会は､青年同士が

集うて自分たちで楽しむ場であると同時に､

村民全体の生活を立てていく上で必要な様々

なことがらについて重要な役割を担う､村民

にとって欠くことのできない存在だったとい

える｡

しかし､青年会の活動は､常に変わらず安

泰だったわけではない｡記録を繰ってみてい

くと､早 くも1960年代半ばには､｢青年は大

勢居るのだが､活動を熱心にやろうとする者

とそうでない者も居たりして統制がとりにく

い｣(rA村青年会創立40周年記念誌』80頁)

という状況が生まれていることが記されてい

る｡さらに70年代初め頃には､｢各分会の活

動も滞りがちになり､いきおい村執行部の役

貞会も出席者が少なく流会が重な｣ り､｢こ

のまま惰性で会を運営していくより､一旦会

を解散し､会員の自覚を促 して必要とあれば
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再結成したほうがより活発な青年会になるの

ではないか｣という意見が出て､それについ

て議論が行われたという (89頁)｡記録によ

れば､一旦解散してみようという議論は､80

年代の初めにも■なされていたようだ(108頁)0

しかし､こうした困難を一方で抱えながら

も､1966年には米軍のミサイル持ち込みに対

する抗議行動や､1974年にはB地区青年会会

負が米兵に狙撃されたことへの抗議行動 と

いった政治的な活動も引き続き行われていた

し､1981年には劇団 ｢青年劇場｣による演劇

rかげの砦』の公演の主催といった､A島の

青年会にとって新 しいスタイルの文化的活動

も試みられている｡活動の中心メンバーが限

られ､役員選出に毎年のように苦労する (108

頁)という状況がありながらも､青年会の活

動が全体 として衰退 していたというわけで

は､決してなかったといえるだろう｡インタ

ビューの中でも､字単位の分会の組織率はほ

ぼ100%だったという話が出ていた｡

3名が関わり始めた頃の青年会は､だいた

いこんな状況だった｡

2 3名にとっての青年会体験

ここでは､3名各々の青年会体験を､各人

がそれをどのように意味づけているかという

ことが中心になるように措いていきたい ((丑

～(卦)Oその上で､④で簡単なまとめをして

おきたい｡

①Tさんの場合

Tさんは､青年会の40周年記念行事が行わ

れた1987年当時､2期日の会長をしていた｡

インタビューによると､この頃は､青年会活

動が ｢盛 り上がった時期｣だったという｡そ

のことが､30周年でもなく､50周年でもなく､

40周年行事が行われた理由だったという｡

Tさんは､高校卒業後､大学受験に失敗し

て､｢農業でもやってみるか｣というつもりで､

一旦島に戻ってくる｡ところが､結局そのま

ますぐには島に留まらず､翌年もう一度受験

して畜産関係の大学に進学している｡

Tさんは､18歳の時から青年会の活動に参

加するようになった｡その頃は､楽しかった

けれど､ただ一会月として参加していたにす

ぎなかったが､大学を卒業して島に戻ってき

てすぐに執行部のメンバーとなり､翌年会長

に就任し､さらに次の年も会長の任に就いて

いる｡

Tさんが会長をやっていた頃は､40周年の

記念行事の準備､記念誌の編集が何より活動

の中心を占めていた時期だった｡Tさん自身

によれば､｢僕なんかの時は､年がら年中､

記念行事､記念誌だということで､毎日集まっ

ていた｣､｢ふたつ上の先輩から僕までは､40

周年のことだけしか考えてなかったんです｡

それだけでもう精一杯｣､｢僕の時は､青年会

は40周年ということで､先輩が企画したもの

をやっていた｡自分で会長をやったというカ

ラーはないんですよ､はっきり言って｡みん

ながやってもらったものを､ただ僕はのせた

だけ｣だったという｡

そうした活動の状況だったことに対して､

Tさんはどんなふうな受けとめ方をしている

のだろう｡そういう質問を直接向けなかった

ので､推測するしかないのだが､そんなに否

定的にはみていなかったのではないかと思え

る｡というのは､Tさんは､青年会を通じて

自分にとっての楽しみが得られたか自分らし

いカラーを出せたかということも大切に思う

かもしれないが､それ以上に､青年会が地域

社会にとって意義ある存在であること､そう

いう存在であり得るように自分自身も力を発

揮すること- そういったことにこそ､自分

が青年会で活動することの意味を見出すので

はないかと推測できるからだ｡そうした推測

が間違いでなければ､これまで村の一翼を
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担ってきた青年会の40年の歴史を記念する取

り組みに関わることそれ自体が､Tさん個人

にとっても意味あることとして感 じられてい

たのではないかと思われる｡

こうした推測は､インタビューの中でのT

さんの以下のような言葉を根拠にしている｡

青年会っていうのは､郷土を創るために

青年が力を合わせてやろうと｡道のないと

ころを､建設業者もいないわけですよね､

ですから青年が役場からいくらかの金をも

らって､朝早くですよ､コーラルひいたり､

スコップで道作ったりするわけですよ｡そ

れはみんな青年会の運営資金だと｡個人で

はもらわないと｡村をよくするために青年

が力を合わせてやってきたのが青年会活動

です｡その後基盤整備がされてくると､青

年会は娯楽の方に力を入れてくるわけです

よね｡今まで一生懸命貯めたのを､青年会

がいろんな劇団よんだりして､島の皆さん

に楽しんでもらおうと｡もちろん入場費取

りますから､それが青年会の活動費になり

ます｡もちろん､スポーツ活動とか自分た

ちが楽しむのもやりますけど｡あとはエイ

サーして､お盆に先祖を祭って､島の人た

ちを楽しませようと｡

今､青年会を経験した人たちが村を支え

ているわけですよね｡今の青年会の若い

リーダーというのは､もっと元気出してほ

しいなと｡リーダーが動かないことには､

活性化していかないと､島がですね｡どん

なことでもいいから元気出してやってほし

いということだけですよね｡

あるいは､共同研究者のひとりである照本

との次のようなやりとり｡

照本 :先ほどの話を聞いていると､青年会

活動というのは､かつては生活向上を

青年会が担ってきたという､それで島

づくりをやってきたんだという｡それ

が整備が進む中で､今度は､文化活動

みたいなものをつくっていく｡

けれど考えてみると､高校中退者に

限らず若者が島へ帰ってきたとき､仕

事はそこそこあるというわけではな

い｡そこで､文化活動もいいんだけど､

地域の仕事づくり､地域の共同の販売

所をつくるとか､作業所をつくるとか､

そういうのも必要なのかと思ったりも

するんですが｡

T:それですよね｡今は､娯楽のもので

しか人を集められないんですよね｡こ

の前コンサートしたんですけど､役月

が自分たちで練習して､青年会のコン

サー トだっていっているわけ｡それ

じゃ､ちがうわけ｡

Tさんにとって､青年会は何 よりも､島の

人々が暮 らしを立ててい く上で必要な活動を

担うべきものとして､さらにはそうした活動

の先頭に立つ島のリーダーが育てられる場で

あるべきものとしてとらえられているように

思われる｡そして､何よりもそういう場に自

ら実際に関わった体験 として､Tさんは自分

の青年会体験を意味づけているように思われ

る｡

②Mさんの場合

Mさんは､Tさんの次の次の代に会長をし

ている｡

Mさんは､高 2の時に学枚をやめ､その後

東京に出て仕事をし､2年ほど経った19歳の

時島に戻ってくる｡その時､Mさんの住んで

いたCの字の青年会の分会の役月をしていた

Yさんから声をかけられたことが､Mさんが

青年会に関わってい くことになるきっかけ
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だった｡その時の様子は､次のようだった｡

酒飲みながらとかいろいろしながら､青

年会ではこういうことしますよって､それ

が楽しくて｡何でもいろいろ言われる､そ

れが楽しくて｡どんどん楽しくなっていく

だけだった｡人とのつきあい､話し合いっ

ていうか､酒を飲みながら先輩とつきあい

ながらよ､この楽しさが上る一方だった｡

Mさんは､自分が言いたいこと､やりたい

ことをためらわず出していくという姿勢で青

年会に関わった｡そして､何 とか ｢自分のカ

ラー｣を出そうと試みる｡

そうした姿勢をとっていたことは､Mさん

が青年会に行 き始めた頃についての次のよう

な話にも表れているといえるだろう｡

(青年会に行き始めた頃)自分にあまり

命令詞でしなかったんですよね｡頭ごなし

にこれやらなし､といけないんだというふう

に言われたことないんですよ｡お前はこれ

だけやらないといけないんだというふうに

は言われなかったです｡それがよかったと

思うんだけど｡俺たちはこういうことを

やってきたんだけど､お前もいっしょにや

ろうなっていうふうに｡

｢命令調｣でなく､自分の考えや思いをき

ちんと受けとめてくれそうだ- そうした予

感が､彼が青年会に積極的に関わり出す大き

なきっかけになったことが､この言葉には表

れている｡

Mさんは､まずC地区の分会で活動 し､や

がて村の青年会の役月もするようになってい

くが､その村の役月の集まりについての次の

話にも､上で述べた姿勢がうかがわれる｡

俺は字から来てるでしょ｡来てるのに､

相手は先輩たちばかりなのに､俺もかなり

言うわけ｡言いたいことは､もうここにあ

る分だけ言う｡思ったこと､すぐに口に出

る方だから､自分の性格は｡

さらにMさんには､自分の意思を率直に出

しながら活動 し､それに人がついてきてくれ

ることに充実感を感 じるという気持ちもみら

れる｡

これ (青年会活動)はジンプンないとで

きなかったはずね｡学問ではできなかった

はず｡これははっきり言えるよ｡ジンブン

あるから､青年会活動できていた｡学力な

くても､俺でも人の上に立てるでしょ｡頼

りにもされるし｡ジンアンがあれば､自分

を活かせることができますよね｡活かしな

がら､人の上に立って､指揮しながら､何

かにたいして道が妬けていくというか､満

足感が得られるということがはっきり言っ

てあったね｡楽しかったね｡今もやりたい

と思うし､やる機会があれば｡

そんなMさんだから､Tさんの頃の執行部

のあり方に対 しても､｢自分の印象では､自

分たちがやりたいことを抑えられていたとい

う感 じ｡だから､どっかでカラー出さないと

いけないわけ｡どうやったら若い人たちもた

のしくやっていけるのかなと｣というふうに

批判的に見ていた｡Tさんもそのことを承知

していて､｢でも､Mははっきり40周年と今

の青年会とは仝然別だよ､僕は何もしないよ､

言っていた｣と､当時のことを振 り返ってい

る｡

このようにMさんは､自分が言いたいこと､

やりたいことを周囲にはっきりと表現 し､そ

れを実現 していくことのできた体験として､

自分の青年会体験を意味づけているように思

われる｡そのことは､青年会活動に限らず様々
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なことに関して､自分のやりたいこと･思い

を明確にしそれにもとづいてふるまう､たと

え今は自分のやりたいこと･思いと違ったこ

とをしていたとしても､心の中ではほんとう

にやりたいことやほんとうの思いははっきり

しているというふうに自己のことをとらえ描

き出そうとする- そうした彼の指向の表れ

である､ともいえるだろう｡

とはいっても､Mさんは青年会活動の中で､

ただ一方的に自分の言いたいこと･やりたい

ことを主張していたわけではない｡むしろ､

それらを他の人たちとの間でどう調整 してい

けばいいかを学んだ- 彼にとって青年会活

動はそういう場でもあった｡その点を彼は､

インタビューの中でも繰 り返 し述べていた｡

今の自分がいるのは､青年会に入ったか

らだと思うんですよね｡青年会活動しなが

ら､怒られて､人とのつきあい方も青年会

活動の中で教わったわけよ､僕は｡僕は､

青年会活動をやって､全部吸収して､今の

僕がいるのは､青年会のおかげ｡

言葉遣い､もう全然できていない状態｡

まあ､これがだんだん青年会の活動しなが

ら､先輩後輩をだんだんわかってきたよう

に､俺は思う｡青年会の活動がなければ､

今の自分はないと思っている｡たぶん､青

年会やっていかナれば､今島にいないと思

う｡自分はよ｡はっきり思う｡

(参Hさんの場合

Hさんは､高2で学校をやめ､その後島に

は戻らず横浜に働 きに出て､24歳の時に島に

戻ってくる｡

戻ってきて 1年目は､部落の青年会のス

ポーツ大会に参加 し､翌年同級生だったMさ

んに誘われて村の青年会の副会長に､さらに

次の年会長になる｡

Hさんは自分自身のことを､自分はこうし

たい､こう考えるというはっきりとしたもの

があってそれをめざして行動する､というふ

うなタイプではないととらえ､またそういう

ふうに自分を描き出そうとしている｡インタ

ビューの中でHさん自身はそのことを､｢僕

は客観的にいつも物事見ているわけじゃな

い｣､｢例えば､人とのことで､こういうこと

があったよ､こう思ったよ､こういう感触を

感じて｣ ということは言えるけど､というふ

うな言葉で言い表そうとしていた｡もともと

は ｢引っ込み思案で､全然話するようなタイ

プじゃない｣とも述べていた｡こうした点で

は､HさんはMさんとは対照的であり､Hさ

ん自身も自分と比べながら ｢Mがうらやまし

い｣ と述べていた｡

しかし､こうだからこうするとはっきりと

言葉で表現できる形で､自分の意思が自分自

身に対 して明瞭になってこなくても､何かを

感 じたら､Hさんはその感 じにしたがって行

動してみようとする｡行動する以上､やれる

だけのことを精一杯やってみようとする｡

青年会活動もそうだ｡Hさんは､たまたま

Mさんから誘われるという機会があって､と

にかく何かにひかれ青年会活動に参加 した｡

しかしそれはたまたま選択されたひとつの選

択肢にすぎず､別のきっかけがあれば別の選

択をしていたかもしれないと､Hさんは考え

ている｡

何でも前向きに考えようとしたら､青年

会活動もとことんやりたいさ｡じゃ､他に

何か機会があってそこにはいったらそこで

もとことんやるし｡帰ってきてA島に青年

会活動っていうのがあったから､青年会活

動をとことんやったわけさ｡

たまたま機会があって出会った青年会の活

動であるが､いったんそれを選択 した以上､
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とことん一生懸命に､しかもできるだけ自分

たちのやりたいことをやろうとする｡そうし

た､自分たちのやりたいことをという指向は､

Mさんとも共通している｡この指向は実際に

は次のような形で表れている｡

その前の年までクリスマスにはダンス

パーティーやっていたわけ｡年々下火に

なっているのがわかるさ｡じゃ､クリスマ

スパーティーを盛り上がらないまま行事と

してやっていくよりは､自分たちがもっと

やりたいことがあるんだったらもっと他の

ことをやろうかという感じで｡自分･らが中

心になって､飾りつけも自分らがやって､

観客もよんで､自分らが楽しんでやる行事

をしようということで､コンサートをやろ

うという話になったんだけど｡

1年日 〔副会長だった年〕はもうほんと

に､行事こなすのでいっぱいだったんだけ

ど､どうしても奥武山のエイサーに出たい

なあっていうので､それからチャレンジし

たんですよね｡で2年目 〔会長だった年〕

にクリスマス･コンサートしたんですよ｡

2年目にはわかりますよね､だいたいの流

れも､段取りもわかるし｡とにかく執行部､

ずっと忙しいですよね｡段取りして片づけ

して､ま､これの繰り返しですよ｡全然自

分らが楽しめる余裕がないわけさ｡だけど､

このコンサートは自分らの手作りのものを

作れば､われわれも楽しめるんじゃないか

なあと｡んで､よそでは雲仙のチャリティー

のコンサートとかやっているんだけど､A

島で何もしていなかったわけ｡ちょっとこ

れもおかしいんじゃないかなあっていうん

で､じゃあ､チャリティー･コンサートし

ようかっていうことで､したわけさ｡

以上のように､Hさんにとって青年会体験

は､偶然出会い何かを感 じ､感じた以上とに

かくやってみようと､やってみる以上とこと

んやってみようと､そんなふうに選ばれたひ

とつの選択肢を生きてみた体験として意味づ

けられているといえるのではないだろうか｡

(彰まとめ

以上､3名の青年会体験の意味づけ方の特

徴を､私なりに読みとり措いてみた｡各人に

ついて一言ずつでまとめれば､Tさんの場合

は､地域社会の中で意義ある位置を占める青

年会を担う体験として､Mさんの場合は､他

の人たちと調整しながらも自分の思い ･考え

を実現していく体験として､Hさんの場合は､

偶然選んだ選択肢を精一杯生きてみる体験と

して､というふうにいうことができるだろう｡

もちろんほんとうのところは､3名いずれ

の場合も､ここで描いたような青年体験の意

味づけ方のどのパターンをも多少なりとも持

ち合わせていただろうし､またここで措いた

いずれとも異なる意味づけ方をしているとい

う面もあるだろう｡ただ､少なくともインタ

ビューで語られたことを私なりに読みとった

ところによれば､①～(卦で描いてきたような

形での意味づけの仕方が前面に出ていたよう

に思われるのだ｡

3 青年会はどう青年たちを

引きつけられるか

2では3名各人にとっての青年会体験の意

味づけ方の特徴をみてきた｡そこでみられた

青年会体験の意味づけ方の3つのパターン

は､視点を変えてみてみれば､青年たちが青

年会の活動に引きつけられていく際にありう

る3つのパターンということでもある｡そこ

で3では､この3つのパターンを手がかりに

しながら､今青年たちが青年会に引きつけら

れていく可能性の高いパターンはどんなもの
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であるかを考えてみたい｡2ではあくまで､

Tさん､Mさん､Hさんという3名の特定の

個人のことを描いたにすぎないが､そこでみ

たことを参考にしながら､上のようなもう少

し一般的な問題について考えていくこともで

きるように思う｡

まず､地域社会の中での青年会の意義を感

じて青年会に引きつけられるというパター

ン｡これを､多数の青年に期待することは､

今ではおそらくむずかしいだろう｡青年会の

活動内容を青年会の地域社会の中での意義が

はっきりと感じられるような活動内容に変え

ていくことを通じてより多くの青年を引きつ

けるという戦略も､あまり公算は見込めない

だろう｡良きにつけ悪しきにつけ､こういう

期待や戦略を空しいものにさせる程度に､現

在の青年たちの間には自分中心主義の感覚が

広がっている｡そのことを前提にしてこの間

題を考えていくべきだと思われる｡

では､自分の思い､自分のやりたいことに

こだわっていくというパターン､そういうパ

ターンが展開していきやすくなるように､青

年会の活動内容や活動スタイルをしていくと

いうのはどうだろうか｡現在の青年たちの間

に自分中心主義の感覚の広まりがあるとすれ

ば､これらのことは公算が高いのではないだ

ろうか｡

しかし実は､自分の思い ･やりたいことへ

のこだわりという指向は､青年会のようにそ

の地域の一定年齢の青年の全体を包括 しよう

とするような規模の集団とは､必ずしもマッ

チしない｡この指向が何らかの集団と結びつ

く場合､もっと小さな規模の集団と結びつき

やすいと考えられる｡この点が､こうした指

向に青年会のような集団が依拠しようとして

もなかなかうまくいかない要因となってい

る｡

この点は､インタビューの中の議論でも問

題にされていた｡共同研究者の照本は､

自分たちで何か手作りで楽しめることを

ね､独自のカラーみたいなのを出していこ

うってしていたわけだけど､その時､じゃ

あ自分たちはこれやりたいからっていうん

でサークルみたいに集まって､野球やりた

いのは野球､他のことをやりたい奴はそい

つらでっていう発想じゃなくて､全体で楽

しめるような､そういう行事を作っていこ

うとされたわけ?

というふうに質問している｡この質問が示唆

しようとしているように､自分たち独自のカ

ラーへのこだわりというのは､それ自体では

むしろ､青年会のような規模の集団ではなく

で､共通の時好をもつ者同士のもっと小規模

な集団が分立していく結果につながりやすい

と考えられる｡MさんやHさんの時期の青年

会が実際にはそうならなかったとすれば､そ

こには自分の思い ･やりたいことへのこだわ

りということと同時に､それとは別の論理も

働いていたはずだ｡それがなんだったのかを

掴まなくてはならないだろう｡

ましてや今現在の青年たちの間では､共通

の気分やノリヤ噂好をもつ者だけのごく少人

数の集団が分立しやすい傾向が強くなってい

るといわれている｡そうだとすれば､自分の

好きなことがやれる場をというふうに打ち出

していっても､そんな場は青年会には求めな

いという反応がかえってさがちな傾向がます

ます強まっていると予想できるのではないだ

ろうか｡

では､偶然出会って何らかの魅力を感じて

そこに引きつけられていくというパターンは

どうだろうか｡おそらく､今でもかつてでも､

青年会の活動に引きつけられる人たちのかな

り多くの部分が､こういうパターンによって

いるものと思われる｡活動の社会的な意義に

第一義的に引かれるわけでもなく､活動の中

に自分の意思を強く刻み込んでいこうとする
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のでもなく､たまたま出会ったことだけど､

おもしろそうだからとりあえず一生懸命やっ

てみようというのは､ふつうによくあること

なのではないかと思う｡

だから､今青年たちが青年会に引きつけら

れていく可能性の高いパターンといえば､こ

うしたパターン.だということになろう｡ただ､

それはあくまでも結果的にこのパターンを踏

みやすいということであって､意図的にこの

パターンを展開させて人を引きつけようとす

ることは､他のパターンと同じくむずかしい｡

このパターンの場合のむずかしさは､人が何

に引かれるかはその人それぞれであり､引き

つけようとする側にしてみれば､引かれてく

れるかどうかは相手次第だという点にある｡

当然､ある人たちを引きつけるその事柄が､

別の人たちには違和感や反発を引き起こすと

いう可能性もある｡だから､どういう活動内

容やスタイルをとればより高い確率で人を引

きつけやすいかを考え､その活動内容やスタ

イルを採用するという戦略を採らざるを得な

いが､しかし確.率の高そうな活動内容やスタ

イルだからといって､それを実際に採用でき

るとは限らない｡ひとつの集団がとれる活動

内容やスタイルには､当然限りがあるからだ｡

4 あわりに

3名からのインタビューの中での青年会体

験についての内容をもとに､主に2つのこと

(2及び3で論じたこと)について考えてき

た｡それらについても､十分に考察を尽 くせ

たとはいえないし､考察すべき問題として取

り上げることさえできなかった事柄 も多 く

残っている｡たとえば､なぜ3名がそれぞれ

に2で描いたような青年会体験の意味づけ方

をしたのかを､各人が現在置かれている文脈

や､各人が過去から引きずってきている文脈

から説明 してみるという作業が当然必要だ

が､全 く手つかずである｡青年会が多 くの青

年を引きつける可能性の高いやり方は現在 と

いう時点ではどういうものかという3で論じ

ようとした問題も､結局答えを出せていない｡

そういった点について､またの機会に検討す

ることを期 して､とりあえずこの章を閉じた

い｡
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